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ch10roethaneTegull;ngfrom therestr;ctedr叫 ･

lionofbenzener;ngS,and(2)thecorrcspondin占

dichl.oroethy]cnccornpoun(l9 (mp･･1660Ilnd1570)

were.'LIsothes･lrnCtypeStCrCOisomcr9･

IL･Thisstudywasundertaken to ascertainthe

･aboveresultzlndobtainedtheEol]owing conclu-

sion. ToamiⅩtllreOfabove1,1･bis-(Ⅹ′･me･

thoxy･y′,之′･dichlorophenyl)･2,2,2ltrichloro･

ethane.anddiethyleneglycolwasaddedtaconcd･

potassium hydrox王deso一ution. The､mixturewas

reEldⅩedat160-70Ofor5hourstoob.一ainb王S･(Ⅹ-hy･

droxy-y,2:･dichloropheny7)-nlethane(C),mp.167.5

･8.50,fromA throughhydrolysis,decarboxylation

andfollowingdemethylation.CompoundC was

notidenticaltothecorresponding,methane(D),
mp.152.5･3.50,obta王ne(Ifrom Ii. CompoundC

wasa一soobtainedbycondensing2,4-d王chloro･

phenolwithpar:Iformaldehydc. ThiSWasdc･

chlorinated to bis･(2･hydroxyphenyl)Imethane

withsodiuminliquidammonia. Fromlheabove,
itisconfirmedthatthestructureofAis1.1･bis-

(2'･methoxy-3′,5′･dichlorophenyl)･2,2,2-trichlo-

roethnne.

Howevcr,S王ncccompoundDwasdechlorinated

to bis･(Ⅹ･hỳ1roxyphcnyl)･methane,_mp･9I6-7.0,

whichwasidentiric(1a9biS･(3･hydroxyph/enyl)-

mcthtLnC Ilerive(1from bis･(3･nitrophenyl)･rpe-

thnnc.thc､structureoEBshouldbe1,1･bis･(3′-_me-

thoxyl4',6'･dichlorophenyl)I2,2,2Itrichloroethanei.

FromthcscitisconcludedthatAandB.arenPt

stereoisomers,butpositionalisomersoftwoben･

generingsandthattllCCOrrCSpPndingl･1･bis･(me-
thoxydichlorophenyl)二2,2～(lichlorocthylenesare

alsopositionalisomers,butnotstcrcoisomers.
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(ShibaHigh School)ReceivedApril13,1957.BolytL･KqguL･tL22,235,1957,(withEnglish

resume,240). `

42. 附着 L王mlancの経時変化とその殺虫効果に関する研究 Lind.lnCaCrOSOlの貯攻;!拙 に

対する防徐効只 那3拓王 伊田 兆(企和庁),肪用志朗 (芝市等学校)32.4.13受FJ!

突IT]11印及び実験左内に於いて Lindaneをくん煙した勘合の附祈 Lindaneす花のTrE城を火刑し,班
存 Lindanemを求める実験式 R-ac-ktをiTJた.この式,i:りコクゾウが4口Fl'Jで100,Qi致死する附

邪 Lindaneゴitを推定すると0.006Y/95cm℡となる｡又合印円で ･15g/1000尺コの Lin(lLtnC をくん

煙した場合の床及び壁両の防放出有効 Lindane

なる.

Lindameの殺虫効果については従来速効性であっ

て,効果の存続性は余りJmL粗目来ないものとされてい
た. しかしTllJ印した∧rf者等の火的糾爪l･eJはいずれも

従来言われていたことに反し,'長川悶防殺dl効只を-If

していることを示した.73【火別TLi允糊伽ItにtLRFT]せら
れているく/I,苅弧訊,クロールピク■リン,メチルブロ
マイド̂uT･は殺山効力を-相似こ発rIル,班効性がない

ため,く/I/苅絞粒日時を純過すると.乃川内はTF5び貯

惣凹dlの披Vを受けることになる.したがってこれ等

の勝一訂Tを班mLt:糊合はくん邦を繰返し実施する必要

を生じる.しかし柁空地,'L'紬 のみか●,その設塀の食

虫保有日数を求めると床両125日,哩而110口と

味を苦るしく告するのでF(rLrllのく/I,瀬を行い.完全に
穀mをITf虫の陀n(よりまもろことは不吋伐であ る.
Lindnncのく/し畑Tl･rJつた叫合はArt=-打等の実験紙只

より明かな如く,犬川柁田内のTmでは繰返し行っても,

_食味を告することがなく,かつ極めて安価半にすむ｡

したがって企粒合印の防殺虫法として Lindaneのく

-ん煙は最良のものと考えられる.しかし殺虫効果の持

瀕食粒庁の調査によると凸川内牢研1000尺3(27.82

m3)をクロールビクT)ンでくん琴した場合は244円

で,Lindaneくん矧ま107rT]の経兜を要す｡3)
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続性について更に光明する必要がある.即ちLindane

のくん鯉による防殺虫効果の持続性を朋にすることに

より,'食松倉帖の防殺虫を効栄的にしかも確実に行わ

しめ狩ると共に,経空TLの節減にも役立つものと思われ

る.

このような意味において東に実験を進め,上記の目

的に参考となる兆礎f2料が得られたので,それ等をま

とめここに報告する.

Ⅰ 実 験 方 法

昭和31年2月19日,約810尺3(22.42m3)の部屋

においてキルモス倍1本 (Lindane30g)をくん煙し

た.Lindane粒子争附Tl{させる目的で, くん煙前煎
tY･:姐紙 N0.6の姐紙を所要の位'B (Fは床面JWは

抹両にはした壁面)に配起した.Liildane虫の定立

用には班径 11cm,生物検定用には田径 9cm の姐紙

をF及びW にそれぞれ各48枚づつ配起した. くん

越後6時間で部品を閲放し,泌紙をとりた'した･酵紙
は悶絶の定虫分析及び生物検定を行うまで,昆虫等が

は触しないよう実験室円の桐箱に収容し保管した.そ

して的抑 ま通風の比較的良い,田射日光の当らない助
J77に以いた.保管期間中の平均気配は15･loCであっ

た.

(1)は紙附群 L王ndane虫の経時変化

Lindane･くん煙直後とその後 7日日矧 こ網掛 こ保

17した姐紙を送次畑作某誌に毎回 F及び W について

各6枚如とり出し,夫々の Lindaneの起立分析を行

った. Lindaneの微!11定式法は第 1報の如 くであ

る｡11

(2)姐紙附か Lindaneによる殺虫試験

7rU肘･空Jにおいて附fltLindane左tの徽泣定記が不可

伐となっても,コクゾウに対してはなお殺虫効果が認

められたので,.今回の殺血試験はく/I,鯉後48EIFu桐箱
に休印した以後の泊紙について97日目まで7回転回 6

枚細の姐矧 こつき行った.本実験に使用したコクゾウ

(st'LoP/H'lusoTyZae､L.) は前和のものと同系統であ

第 22 巻- I

る.殺虫試験は先づペ トt)シャーレ円に Lindan占●を

附着させた泌紙を'Bき.羽化後3日日のコクゾウを嘘

紙1枚につき各10匹宛入れ 6区制とした.これらの

シャーレは27oC関係湿度75%の性i況粥内に入れ 24

時間毎に生死を調査した｡生死の判定は幻三拝の先で軽

く虫体にふれ 全然動かないものを死とした.生きて

いるものについては,非行可能なもの/少行不可経の

もの及び触角及び肢をかすかに動かす母艦のものを輯i

死として三つに区分し,夫々の頭数を罪えた.

2 実 験 結 宋 ･

(1)姐紙附宕 Lindane圭誌の経時変化

tくん煙6時間後に採取した姐紙の Lindane附那爪

及びその後の経時変化は Tablelの如くである.即
ち附石見は床面Fの方が壁面W よりはるかに多く,

共にくん煙後の時間の経過につれて次節に城少してゆ

く.

Table.1.DecreaseofLindaneadheredto

filterpapersintestroom.

(γ/95cme)

Floorparts

WallpaTtS
Notel･Datashowaverageof6samp1.es･

2･FilterpaperOH lcmdiameterwas
used.

Asinthetestro°.m wassomedraughtsby
thestrongwind,theamountofadheredLin･
danelanditsratioofllooragainstwallwas

differentfrom resultsinthepasttwostore･

house-examination.I

(2)姐紙附宕 Lindaneによる殺虫試験

Lindane附-rl'･泌紙について行ったコクゾウの恐山

試験の結果は Table2の如くである.即ち前紺 ,21の

結果と同様 48EI日のものは Lindaneの定虫分析は

Table2.Mortalityofriceweev王IsbycontactwithLindaneadheredfilterpepers.
(%)

83197 1Control
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Note1.Riceweevilswereusedinageof3daysafterem占rgence.■
2.Mortalitywasshownaverageof6instancesand10weevils'wereusedineachinstance.
･3.Filterpaperof9cmdiameterwasused.
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不能であったが,コクゾウを 48柑JT'Jは触せしめれば

約80%.99時rL.fJで1100,00'の守2山串をボした0 48日
以後のものについては.日放の絹地にともなって湖山
率は次郡に娘少する｡しかし78日口で 96柑L"J,83

及び 97日臼でも●120柑L和接触せしめれば 100,%'の

殺山串を示した｡即ちくん煙後約3ケ月間経過しても,

なお 120柑'.Uは触せしめれば 100%の殺虫効果が仔

純されていることになる.

3 考 L 実(

Lindaneを aerosoト状闇としてかIi又は益内で班

Trlした瑚合,その微粒子はBrown迅勅.班力にJ:る

沈降,大穴中の小渦動や気流にJ:る移動等で天井,41TJ

蚊,床両その他内容物経の表両等に附苛するものであ
る｡ これら附かした Lindaneは77確がjEdるので日時

の経過にともなって,その虫が低はしてゆく｡この輔

川朝市に附苅している Lindane微粒子の舛雅は附耕

なお同様の概JI:は ()7tJfJ肘.9に川/bした凸川内姐紙
の附耶 Lindane茄tの紺時変化についても上述の万状

によりパ̀対放方旧紙上にh-imL,大々をFig.2とFjg.､

3に凶示した. これらtH)R;=R｡e-ktの'/I;‡数を求
めると TablC3の如くになる｡

Lind'lnCamO_unt(γ/95cmり
Fig.1 Decre.19cc;ELin'hnczldhcrcdto

EiltcrpapcrSintcStroom.

放,粒子の堆fl'1(附野)の状態,空失くに甜 妾触れてい U

る部分の却 孤 幻像 粒子に田接触れる臭は将 の形 t<:50

轡を受けることは当然である.しかし顎者等の行った

il相成は岩内実験にわける Lindane附邦 .窮め経時変 1 30

化は,いずれも室内としてみなすことが川来るので.

弘之FE,対流等の雄哲を一応除ケル ,Lindaneの昇華_Tは

はqiに附前出のみに比例するとして残存 Lindane虫
の変化は

昔 --kR

Rは附前払 tは経過時FE.a,kは比例7;号数である.

したがって

R≡ae-kt

t-0のときの附かiitを R.とすると a-R｡ で

R-R｡elkt

となり.kは罪準による残存 LindLlne茄tの減少の度
合を示すこ､とになる｡本式を変形して次式がffJられる｡

logR;=log.R｡-ktloge

したがって残存 Lindane虫を表わすdLl緑はJT対数方

恨紙上では-d1線となる.

今回の火映によって才'.1られた Tablel の結米をrl'

対数方眼紙上に択関するとF王g.1の如くになる.

R-R｡C~ktにあてはめて7;I,'教を求めると

拭 (F).logR≡2.7009-0.2352(=oge

LIB(lV).logR-2.4253-0.298d]ogcとなる.

氾1)'i;'f五'Lのut)i:は平均脚こ.I:つた｡

2) t礼Lに氾Ll試した式は .)ogR-loE!R｡-ktloge

の ltlgCを0.4313とJrrlいてmJEル たものである.

3) 柑(.rJの171位に日をとったので t-dとした.-

0

D
ay
s

IO 50 Lt) tW 仙人) 5CW rM

Lindancamount(y/95cm:)

Fig.3 DecreascofLindLlnO.TLdheredto
filterpapers王nstoreI10uSe.eJ

これらの式により邦弓.内及び愈蹄内各面に附Tfした

,,くん煙当初の Lindane虫R｡を推定すると, Table

4の如くになる.

T.lble4A:り明かな如く,抹両特に排上向に Lin-

daneの附潜血が多い. 当然考えられるように L王n･
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Table3.一FomulaoftheremainedrLindaneamountintroducedbyR-氏.e~kt

:(inpasttwo;I.,eh｡useexam inations)

Parts･ l Fomula

NoteR:RemainedI.indaneamount.
t:Time.

~d:Daysafterfumigation. /
k:Proportionalcoefficient.(=Decreasecoefficient) 1
R.:Lindaneamountonfilterpaperintimewhenitiszero.

Table4.AdlleredLindaneamountimmediate一yafterfumigationpresumedbyR-R｡e-kt

daneの附か虫は Brown遊動や大気中の渦動,気流
符と Lindane粒子の重力による沈降による もので

ある.それがくん煙を行うと白畔内の構造とLll上げら

れた米収の容も'1,位'B及びその状態によって大きい気

純の動きを生ずる｡■そして気流により粒子が天井面に

あたり,そこに降着すると共にそれ以外は沈降を始め

る｡天井面よりの距離が長いと,粒子が妃に気流の彫

饗をうけて81lj面や積上げられている米位両或はその間

隙に泌 まれ,附宕又は米俵内に侵入するので,天井面

よりL'巨即が短くしかも天井とのrEEJには仲等物の少ない

耕上市の沈降附宕塁より,著しく減少するものと思わ

れる.文節1和と第2報ではTTq実験とも創Iiの大きさ,
梢出,蚊17]Lindane.畠が同一であったにもかゝわら

238

′

ず,壁面と天井面の附宕塁の間に相反する純米が柑ら

れている｡このことも内部の米俵の在帥容も'lの丑と8.i
上の状態等により生じたものと考えられるが,その他

i.こくん煙時の室内気象条件その他も考えねばならぬで

あろう｡しかし,その原因についての詳細は妃に火映

を行わねば知ることが出来ない.

次にkの伯を比佼表示したのが Table5である｡

本末より災験室内の網掛 こ保管された場合のkの伯は

二般倉印a)kの旭の 2-3倍となっている｡当初の附

宕迫は尖鹸宝内の網掛 こ保管された似合の方がiFLろ少
ないにもかかわらず kの伯の大きいことは,Lindane

是の減少に退城性が特に雄蟹するちとを示すものであ

る｡又天井,･壁及び搾面のkの位はそれぞれ 0.08～
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Table-5.Decreasecoefficient(k)ofadheredLindaneofvariousparts.

Parts I k

0.1,0.07-0.09及び 0.09-0.1で当初の Lin血ne

附石見が多いと,kの胎も大きくなる幌向は認められ

-るが,!Ji例が少な■く数学的な処理を行い柑ないので,

ここでは一応差異のないものとして考えることにする.

kの位は更に温度にも当然影響されるものと思われる

が,今日までの筆者等の実験結果のみで考窮すること

は不可能である.したがってそれ等の問題を究明する

ためには,同一在距状態でしかも氾皮を考慮に入れ

詳細な実験を行なう必要がある.今後機会を得て実験

を繰返し,更に検討.祁正を行って行きたい考である.

泣紙附若 Lindane虫の経時変化とコクゾウの殺虫

効果との関連について考察するには,先ず第-に必要
となるのが,コクゾウを一定日数で100%致死せしめ

るに亘る最低の Lindane王亘を知ることである.とこ

ろが化学的に定員分析を行い手持ない程既の員であるの

で,定包分析より求めた Fig.1と殺虫試験の結果よ

り求めたところ.コクゾウが4日間で100,%致死する

Lindane虫は 0.006y/95cmeとなった.

この他をもって前和の結果を次に考察することにし

た.Lindaneの班用虫を 15g/1000尺3 とし,初めの

附若虫を倉掛 こおける2回の実験結果のうち低い姐を

とり,低減にはその高い方の位を採ると.附若 Lin･

dane虫の経時変化について次の二式が得られる.

床 logR-3.2171-0.0436d
壁 logR-2.1824-0.0398d

これ等を図示したものが Fig.4である. しかし前記

した如くコ9.ゾウが 4日間で 100%致死せしめうる

Lindane左王がわかっているから, 倉畔でくん煙を行

った場合いつまで防投出効果が残存するかも求めるこ

とが出来るこ即ち

iO

TO

也

33

LO

シ〕l(対 203仰 王山刀

Lindaneamount(†/95cmり

Fig.4 DecreaseofLindaneonfloorand
wallpartspresumedbyreshltsof
twoexaminationinstorellOuSe

探 ･-2.2218=3.2471-0.0436d

d-125(日)

壁 -2.2218-2.1824-0.0398d ･

d-110(日) ､

したがって鉄筋コンク1)-ト倉路で,15g/1000尺Sの

Lindaneq)くん煙を行った場合は,大体110-125日

間はユクゾウを4日間で100%致死せしめるに充分な

Lindaneが残存していることになる.

要 } 約

1.Lindaneをaerosol状態として使用し,.附著し

た Lindaneは昇華するので日時の経過とともにその

虫が低減してゆくものである.昇華の速度は附着塁;∫

粒子の堆抗状態,空気に触れている部分の表面私 温肢.

気流の影響を受けるものであるが,今温度,気流等を

除外し,一応附岩見のみに比例するものとして,残存
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Lindane塁を次式で示した.

昔 ニーkR したがって R-aettとなる.

Rは附署員, tは経過時間,kは比例常数 (減少

ノ係数)I-0のときの附宕量を R｡とするとa-R｡,

R-R.e-ktで,

logR〒logR｡-ktlogeとなる･

したがって残存 Lindane量を表わす曲線は片対数方

眼紙で直線となる.

占.本実験の櫨紙附若Lindane量の経時変化の資料

より,氏-A｡e~ktの常数を求めると次の如くである.

F.logR-2.7009-0.2352dloge

W.logR-2.4253-0.298dloge

同様の方法によって第1報,第2報の台座実験の資

料からTable3が求PBられる･ これらの式より各卦

一験それぞれの当初に附若していた L王ndane量 Roを

求めたところ ナab7e4の如き結束か'得られた･Lin-

daneの附宕塁は排上面が最大で,床面がこれに次ぐ

ことがわかる.

3.Lindane 虫の減少係数 kを求め表にしたのが

Tab一e5である.倉雌実験の場合では天井 0.08-0.1,

壁 0.07-0.09,舵.,0.09-0:1で殆んど差異が認めら

れない.又実験室内の桐箱に保管された場合は倉路実

験の場合より当初の Lindane附着量がむしろ少ない

にもかかわらず,kの低は 2-3倍になる. これは

Lindan? 量の減少に通風性が特に彫響することを示
すものである.

4.コクゾウが4日間でユ00%致死するLindane真空

を今回の実験結果より､推定して求めたところ 0.006γ/
9.5cm2 となった. そこで 15g/1000尺3 の割合で
Lindaneくん煙を行った場合.倉雄の床及び壁面の,

Lindane附着塁の経時変化は,

床 logRF3.2471-0.0436d

壁 logR-2.1824-0.0398dとなる｡

倉庫内で 15g/1000尺3のLindaneをくん煙した場

合の床及び壁面の防殺虫有効 Lindane虫保有日数を

球めたとごろ,床面は125日,壁面は110･.日となった･

この研究に緯始御協力と御指S.御枠控をいた いゞ

た東京農業大学近藤典生博士,気象研究所伊東避自博

士,那須物産株式会社古林和一郎氏,三共株式会社小

竹森正人氏,中村利家氏をはじめ関係各位に厚く御礼

申上げる.
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i
ltiSutni-

1.Afterapplication ofLindane aersoI, its

adlleredamountisgraduallydecreasingbyits

sllbl王matiom

ITIleSublimation isaffectedbytheprimary

amount,temperatureandthea壬r-currente上c,but

nowwesupposetobedirect一yproportionalto

theprimaryadheredamount,andwritetheLin-

daneresidueasafollowingequality.

壁dt -kR
R=ae-kt.

R:residueamount

ーt:time

k:proportinal coefficient i

supposeRequalR.,whenitiszero.

hence a-A.,/
accordingly A-R.e-kt

logR-logR｡-ktloge

hence,thecurveofLindaneresidueisast-

.raiglltlineonasectionpaperofonesideノloga･

Tithm.

二 2.From the data ofthis experiment, the

constantnumberarefollowing(timeis■daybase)

(floor)log氏-2.7009-0.2352dlog令

(Wal一)logR-.2.4253-0.298dlo亘e

AccordingtotIleSamemethod,wegetTable

3from thedataofthe､twostorehouse･experi-

･mentsinthepast.

AccordingtotheTab一e3.primaryadhered

Lindaneisca一culated'asTable4.

Adhered am OuntofLindanearelargeston

tilepilesandtilenextOnthefloor.

3.Table5representsthevalueofthecoef-

fitientk. In caseofstorehouse-experlments,

the.ceilingis0.08-0.1, thewallis0.07-0.09

aTldtheflooris0.09-0.1,sowerecogniz占that

thethreedidn′tdifferfrom eachother.

Meantime,inlaboratory-testthevaluesofk

are2or3timeslargerthaninstore-house.

heredLindaneareaffectedbyaircurrent.

4.From ourexperiment,weーconcludetllat

theLinda-ne.amount占forlOO% killofricewee-

vilswithinfourdaysare0.006y per95cm空.

IftheLindanesmokeisgivenattheratioof

15gram per1000cubicfeet,thedecreasing ra咋
ofadheredLindaneare:
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-noor:logR-3.2471-0.436d housearelasting:､

wa11:logR-2.1824-0.0398d floor:125days

So'theki一lingeffectsforriceweevilsinstore wa一l:110days

The Fiel･lTnfe如 Iion ofStandillg Cropsl'ylllCRiceWeevil,Coh711draoTTZaeL.,in

Japan.KeiziKTRITAL･Ⅰ(EntomologicarLaboratory,CollegeofAgricuTture,KiotoUniversity),

HiroshiMATBUZAll･A(LaboratoryoEAppliedEntomology,KagawaAgriculturalCollege)a'nd

Naral.itoAT･AĥsI(Hatan.oJuniorHigh Schoo1,NaraPref･)･Re去ievedApt･25,1957･BoEyu･
K7gaku22,241,1957,(withEnglishr色sume246).

43･日本におけるコクゾウ (CalE7ndraolyjWeL.)の野外の麦における加害と産卵 桐谷圭治

(京都大学 出学部 昆虫学研究室)･松沢発 く香川大学 凸学部 応用昆虫学研究室)･新檎仁 (奈良県

波多野中学校)32.4.25受理

コクヅウによる野夕lの麦に対する加欝と産卵の状態を九州地方と近畿地方で調べた.その結果,九

州地方では変の収穫前に,コクゾウによって加毘 産卵されることがわかった･近畿地方ではその

程皮は,はるかに少い.また野外の麦に加乱 産卵するのはコクゾウのみで, ココクゾウは見られ

ない.この違いは前者は飛ぶ能力があるが後者はその能力がないことによることを明らかにした.

ま え が き

コクゾウ (ColandraoyyRM L.)は,高配地相で

は畑の成熟した麦粒に産卵し,収位と同時に局内にも

ちこまれ加告繁殖をつづける,いわゆるクロス型1)の

生活史をもつ貯殺苦虫である.我国では,このような

点についてのコクゾウの生態はわかっていない.コク

ゾウによる野外の麦での加害産卵の実憩を明ら▲かにす

ることは,コクゾウの防除上に大へん玉安なことであ

ち.ここにその調査結果を報告する.大阪近郊の調査

は桐谷が,宮崎市では松沢が,奈良,三式両爪の爪墳

地相では桐谷,新が行うた.飛押実験は桐谷がおこな

った.

.これを報告するにあたり.御指等を賜わった京都大

学氏学部昆虫学研究室の円田俊郎教授に厚くお礼を申

しあげる.

麦畑におけるコクゾウの出現

宮崎市の場合

1954年 5月,宮崎市北3;E3で相当おぴたゞしいコク

ゾウの麦畑への飛来をみた(節1図).1この附近は麦畑

中に人家が点在するような麦作地手持で半径500mの地

Fig.1.Pointsofcollectingtllericeweevil
inwheatfieldswithinaradiusof500m 王n

thenorthernpartofMiyazakiCityinMpy,
･1954.

Tableユ.Therelation;hipbetweenthedistancefromprobablesourceand
thendmberofweevilsemerged. Osakn,fromMaytoJulyin1954.
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